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トイレットペーパーを集め始めたのは1987年から
です。今と違ってちり紙交換が華やかなりし頃で、ある
日「かめ」という、そのものズバリ、亀の図柄の包装紙
にくるまれた逸品を交換してもらいました。それをまだ
使わないうちに、図らずもまたこれはなんだとツッコミ
たくなる、ミニスカの乙女とこぶしの花をあしらった
「心のときめき」なる珍妙な一個巻きを入手。
これを機にコレクションを始めてみたところ、実にさ
まざまなバリエーションがあることがわかってきました。
今、国産品のコレクションは千種類近くに達しています。
けれど珍奇さにおいて、いまだに「かめ」と「心のとき
めき」が東西の横綱を張っていますが。今般は新聞の
販売店や自治体ごとに回収してトイレットペーパーを作
ってますので、それらもひとつのジャンルを形成するよ
うになり、蒐集の楽しみはつきません。
家
うち

では古紙は月に一回、区から依託されている事業
所対象の業者さんに回収していただいてます。その分
別方法として新聞、雑誌、段ボール、オフィス古紙の四
大別をしてくださいとなっているんですが、なんか腑に
落ちない。というのも、チラシはオフィス古紙なんです。
ところがカタログは雑誌扱い。もちろん雑誌類はホッチ

キスをはずして出しますが、そうするとチラシと通信販
売のカタログの紙質の違いがよくわからない。あるい
はまた、お菓子の空き箱とかの紙器類。これも雑誌扱
いなんです。素人判断で変えるわけにもいかず、段ボ
ールに束ねた方がよくないかなと思いながら分別して
いたりする。
また、区のお知らせと業者さんの言い分が違ってい
る。区では写真の紙焼きはオフィス古紙に入れるように
と書いてある。ところが、製紙会社の人は写真は除い
てくれとおっしゃる。ちゃんとガイドを作っていただかな
いと、心が千

ち

々
じ

に乱れて気持ちが悪い。わしはやる気
満々だから、どんなに細かくてもいいので、頼むから厳
密に分別方法を教えてくれという気持ちでいっぱいでご
ざいます。漫画家は紙に世話になっている商売の最た
るものですから、そこをおろそかにしてはいけません。
最近ではネットやケータイで漫画を配信しませんかと
いうご依頼もいただくんですけども、アンチ・デジタル
派のマイノリティであるわしは紙媒体にひたすら固執して
いる。やはり紙に刷ってこそ漫画だと思いますのでね。
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我
々
の
と
る
行
動
が
未
来
を
決
め
る
。

世
界
の
映
画
フ
ァ
ン
が
注
目
し
た
第
79
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
。
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
賞
部
門
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
元
副
大
統

領
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
の
地
球
温
暖
化
と
の
闘
い
を
描
い
た
『
不
都
合
な
真
実
』
で
し
た
。
写
真
の
人
物
は
ゴ
ア
氏
と
も
親
交
の
深
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
博
士
。
気
象
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
歴
代
大
統
領
を
支
え
て
き
た
気
候
変
動
研
究
の
第
一
人
者
で
す
。
冒
頭
の
発
言
は
、
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
が
２

月
に
開
催
し
た
地
球
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講
演
で
の
も
の
。
今
号
は
、
私
た
ち
の
未
来
に
関
わ
る
地
球
温
暖
化
が
テ
ー
マ
で
す
。

やくみつるさん（漫画家）

やく　みつる

1959年東京都生まれ。
スポーツ、政治、時事ネ
タなどの四コマ漫画、イ
ラストを手掛けるほか、
近年はテレビコメンテー
ターとしても活躍中。社
会現象や有名人を風刺す
る筆致・姿勢には定評が
ある。トイレットペーパー
をはじめとする変わり種
のコレクター、昆虫好き
としても有名。

PROFILE

の話 の話 紙 
古紙回収のルールを教えていただきたい。

日本一のトイレットペーパー蒐
しゅう

集
しゅう

家
か

として、また、
ゴミ分別の大家としても知られる漫画家のやく
みつるさんに、紙に対するこだわりを語っていた
だきました。
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※当社では、環境と社会への取り

組みをまとめたサステナビリテ

ィ・レポートを発行しています。

ご希望の方はホームページ（資

料請求）より、またご不明な場

合にはお電話にてお問い合わ

せください。

お問い合わせ先

グリーン・プロポーション

環境・社会活動カレンダー【2007年2月～3月】

2月16日 地球環境フォーラム「地球温暖化問題を考える」を開催

2月18～21日 紙の展示会「世界紙様獏」にて、環境にやさしい紙作りを目指した日本製紙の環境配慮のあり方

「グリーン・プロポーションTM」について説明

2月28日 「環境・社会活動についてご意見を頂く会」を開催

3月3～4日 日本製紙グループの自然環境教室「森と紙のなかよし学校」を九州にて開催

3月15日 社員向けボランティアへの入門講座　第三回「ボラ窓」を日本紙通商で開催

3月27日 NGO団体 アムネスティ・インターナショナルによる人権セミナーの開催

環境・社会活動についてご意見を頂く会

機関投資家、メディア、お客さま、取引先、社員

家族、学生、主婦という6分野の幅広いステークホ

ルダーより当グループに関するご意見を頂き、実際

の経営に生かすことを目的としてこの会は開催され

ました。通常は限られたステークホルダーや専門家

から意見をもらうダイアロ

グが多い中、多方面の

方々の声を頂くことがで

き、当社にとって大変有

意義な会となりました。

アメリカ合衆国元副大統領アル・ゴア氏が地球温暖化に取り組む姿を追ったドキュメンタリー映画『不都合な真
実』。温暖化問題を考える最初の一歩として、ぜひご覧いただきたい映画です。『不都合な真実』は書籍としても出
版され大好評を得ていますが、残念なことに「製紙は、最も汚染がひどく、森林に破壊的な影響を与えている産業の
一つである…」といった誤解が本文中に記されていました。「紙季折々」の前号で取り上げた通り、紙作りは森作り
であり、私たちは森林破壊を起こさない原材料の調達を行っています。少しでも広く当社の取り組みを知っていただき、
そのような誤解をなくしていきたいですね。（笹間）

編
集
後
記
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アムネスティ・インターナショナルによる人権セミナー

原材料から繋がるサプライチェーンがグローバル

化している中、海外におけるサプライチェーン上での

人権問題が国際的にも注視されています。そこで、

1977年に団体としてノーベル平和賞を受賞した世

界的人権団体アムネスティ・インターナショナルの日

本支部　寺中誠事務局

長をお迎えし、人権につ

いて理解を深める社内セ

ミナーを開催しました。

TO
PI

C
•

2

「分別方法が腑に落ちない・・・」とのご指摘、ごもっともです。古紙を紙に再生するにあたり、作る紙の種類によって適する古紙の種類が異なるため、再生用途別
の分別が欠かせませんが、集める側と使う側の見識が合っていない部分も見受けられます。当社としても改善に向け関係各位に働きかけていきます。



い
は
文
化
も
消
滅
す
る
。
森
林
火
災
が
増
え
、
水
が
不
足
す

る
。
そ
の
惨
状
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

破
滅
的
な
シ
ナ
リ
オ
が
起
き
る
確
率
は
10
％
。
博
士
は
こ
の

数
字
を
火
災
で
家
を
失
う
確
率
１
％
と
比
較
し
、「
た
っ
た

１
％
の
確
率
な
の
に
、（
人
々
は
）
火
災
保
険
を
買
う
。

（
10
％
と
い
う
）
確
率
の
低
い
リ
ス
ク
で
あ
っ
て
も
、
備
え
は

当
然
の
こ
と
な
ん
で
す
」
と
温
暖
化
防
止
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。

解
決
に
は
政
治
的
な
合
意
が
必
要

地
球
温
暖
化
の
解
決
策
は
極
め
て
複
雑
で
す
。
そ
こ
に
は

国
際
的
で
政
治
的
な
合
意
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、

温
度
上
昇
で
海
氷
が
減
る
と
海
運
業
者
は
運
航
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
儲
け
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
喜
び
、
経
済
学
者
は
燃
料
節

約
に
な
る
と
説
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
北
極
熊
の

生
態
系
や
イ
ヌ
イ
ッ
ト
族
の
文
化
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
ま

す
。
費
用
対
効
果
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
る
者

に
は
恩
恵
を
与
え
、
立
場
を
変
え
る
と
多
大
な
被
害
を
受
け

る
か
ら
で
す
。
道
義
的
な
価
値
判
断
を
も
っ
て
、
自
然
、
文

化
、
経
済
、
す
べ
て
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
議
論
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

未
来
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と

「
私
た
ち
の
と
る
行
動
が
未
来
を
決
め
る
」
と
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
博
士
は
い
い
ま
す
。
官
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結

び
、
温
暖
化
対
策
で
投
資
収
益
が
上
が
る
工
夫
を
す
る
。
そ

の
一
方
で
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
他
人
に
責
任
を
な
す
り

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
自
分
の
役

割
は
何
か
と
考
え
る
。
お
互
い
に
協
力
・
協
調
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
気
候
変
動
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
、
壊
滅
的
な
シ

ナ
リ
オ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
未
来
の
世
代
に
負
の
遺
産

を
遺
さ
な
い
た
め
に
、
今
こ
そ
私
た
ち
の
行
動
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
、「
地
球
規
模
で
の
環
境
保
全
に
取

り
組
み
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
化
石
燃
料
に
由
来
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
削
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
前
号
で
紹
介
し

た
海
外
植
林
事
業
、
す
で
に
５
工
場
で
導
入
さ
れ
さ
ら
に
設

置
の
進
ん
で
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
、
廃
水
中
の
有
機

成
分
を
嫌
気
性
微
生
物
に
分
解
さ
せ
燃
料
回
収
す
る
設
備
の

導
入
な
ど
、
最
先
端
の
技
術
も
導
入
し
な
が
ら
地
球
環
境
に

つ
い
て
考
え
行
動
し
て
い
ま
す
。

る
と
同
時
に
、
残
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
赤
外
放
射
し
て
宇
宙

に
放
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
が
二
酸
化
炭
素
に
代
表
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
雲
に
再
び
跳
ね
返
さ
れ
、
地
表
を
暖
め

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
ら
、
地
表
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
18
℃
く
ら
い
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
逆
に
増
え
す
ぎ
る
と
（
大
気
中

の
濃
度
が
高
ま
り
す
ぎ
る
と
）
地
球
を
暖
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
変
化
を
起
こ
し
ま
す
。

基
調
講
演
の
中
で
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
博
士
は
、
二
酸
化
炭
素

の
大
気
中
の
濃
度
を
高
め
た
要
因
は
、
土
地
利
用
の
変
化
や

森
林
の
枯
渇
、
工
業
化
に
よ
る
煤
煙
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス

な
ど
、
い
ず
れ
も
人
間
由
来
の
も
の
で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。

実
際
に
、
何
千
年
に
も
渡
っ
て
ほ
ぼ
安
定
し
て
き
た
二
酸
化

炭
素
の
濃
度
が
、
産
業
革
命
に
よ
る
工
業
化
以
降
、
急
激
に

上
昇
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

※
　
地
球
温
暖
化
の
研
究
に
お
い
て
は
、
観
測
や
予
測
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
不
確
実

性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
予
想
さ
れ
る
影
響
の
規
模
か
ら
不
確
実
性
を
差
し
引
い

て
も
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
が
大
き
い
た
め
、
国
際
的
な
対
策
が
急
務
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

温
暖
化
が
も
た
ら
す
環
境
変
化
と
は
？

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
書
で
は
、
今
世
紀
末
の
地
球
の
平
均
気

温
は
最
悪
の
場
合
、
６
・
４
℃
上
昇
す
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
い
く
つ
か
の
予
測
モ
デ
ル
の
中
で
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
で
す
が
、
そ
の
上
昇
幅
は
氷
河
時
代
と
氷
間
期
の
差
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
大
き
な
値
な
の
で
す
。
６
℃
を
超
え
る
気
温

上
昇
は
、
ど
ん
な
事
態
を
招
く
の
で
し
ょ
う
か
。
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
博
士
に
よ
れ
ば
、
本
来
５
０
０
０
年
ぐ
ら
い
か
か
っ
て

い
た
温
度
変
化
が
わ
ず
か
１
０
０
年
や
２
０
０
年
で
起
こ
る

と
、
動
植
物
は
お
ろ
か
人
間
も
適
応
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
大
幅
な
人
口
移
動
が
起
き
、
内
紛
や
内
戦

に
発
展
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
種
が
絶
滅
す
る
。
あ
る

現
状
を
知
り
、
未
来
へ
の
一
歩
を
進
め
る

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
地
球
温
暖
化
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー

プ
で
は
気
候
変
動
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
博
士
を
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
よ
り
招

き
、
地
球
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
部
で

は
博
士
に
温
暖
化
問
題
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
、
第
二
部
で
は
若
手
研
究
者
と
博
士
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
未
来
を
担
う
若
者
に
最
先
端
の
知

と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
は
、
や
は
り
人
間
由
来
の
も
の
だ
っ
た

国
連
の
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
）
の
最
新
報
告
書
（
第
４
次
評
価
報
告
書
）
が

２
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
最
も
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
こ

れ
ま
で
「
人
為
的
な
も
の
だ
」「
い
や
自
然
現
象
だ
」
と
論
議

さ
れ
て
き
た
地
球
温
暖
化
の
原
因
が
「
人
間
活
動
」
に
よ
る

可
能
性
が
「
か
な
り
高
い
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

地
球
温
暖
化
と
は
、
気
温
や
海
の
平
均
温
度
の
上
昇
を
指

し
て
お
り
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
そ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
）。
地
球
は
、
太
陽
光
を
地
表
で
吸
収
す

図1：世界平均気温の変化 
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図2：氷床コア観測と現代の観測による 
二酸化炭素濃度の変化　  
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＊ 小さい図は西暦1750年以降を示すものです。 
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出典：IPCC第4次評価報告書 

＊観測値の変化は、1961～90年の平均からの差であり、滑らか

な曲線は10年平均値、丸印は各年の値をそれぞれ示します。ま

た陰影部は既知の不確実性の包括的な分析から推定された不

確実性の幅を示したものです。 
出典：IPCC第4次評価報告書 
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Profile

スティーヴン・シュナイダー博士
スタンフォード大学教授。気候物理

学者。NASA、米国国立大気セン

ター等の勤務を経て現職。1997年

からIPCC第2作業部会において統

括執筆責任者を務める。気候変動

研究における世界の第一人者。

世界各地で起きていること 

温暖化の事実 
過去100年間で世界の平均気温は0.74℃上昇 

近年の主な自然現象 
蘆世界各地（アルプス、グリーンランド他）で氷河が融解 
蘆一部の地域において降水量が大幅に増加【洪水の発生】 
   （南北アメリカ東部、ヨーロッパ北部、アジア北部と中部） 
蘆一部の地域において乾燥化や干ばつの深刻化【砂漠化】 
   （サハラ砂漠周辺、地中海地域、アフリカ南部、アジアの一部など） 
蘆強大なハリケーン、サイクロン、台風の頻発 
蘆海面の上昇 

蘆ヨーロッパの大熱波（2003年の大熱波では2万人以上の死者） 
蘆ヨーロッパの大寒波 

蘆日本の暖冬（平年に比べ平均気温1.52℃上昇。気象庁の統計開始 
    1899年以降最も高い年と同様） 

世界各地で起ころうとしていること 

温暖化の予測 
今世紀末には1.1～6.4℃の上昇があり得る。 

海面上昇の予測 
0.18～0.59ｍ（2100年） 

起こりうる事象 

蘆氷河融解による海岸線の後退・減少 
蘆海氷融解による海抜低地の消滅 
蘆ハリケーンや台風などの熱帯低気圧の大型化 
蘆熱帯・亜熱帯地域での降水量の減少と高緯度地域での
降水量の増加による水資源のアンバランス化 

蘆大雨・干ばつによる食物被害と人身災害 
蘆大熱波・大寒波による食物被害と人身災害 
蘆さんご礁の死滅（平均海水温1℃の上昇で大幅衰退。2℃の上昇
で死滅） 

蘆絶滅動植物の発生（平均気温1.5～2.5℃を超えた温度上昇で20
～30%の動物種の絶滅の可能性） 

 

【地球環境フォーラム・第二部レポート】 パネルディスカッション「シュナイダー先生と語ろう」

地球環境フォーラム第二部は、シュナイダー博士と次世代を担う

若手研究者の対話を通して、この会に参加したすべての人が何かを

感じ、そしてそれを未来に生かしていくことを目的として行われました。

日本における気候問題の第一人者である国立環境研究所の原沢英

夫氏（社会環境システム研究領域長）をコーディネーターとして、若

手研究者、学生、そして企業の環境担当者といった5人のパネリス

トが、彼らの取り組み、抱える課題や疑問について博士に質問しま

した。博士は気候問題の第一人者としての豊かな見識とともに、ご

自身のがん克服の体験などを交えて的確でわかりやすい回答を行

いました。

博士はパネルディスカッションの最後で言いました。「待ってはい

けない。がんが再発する前にすぐに手を打ち予防することが必要な

ように、地球環境も同じである。不可逆的になる前に予防手段を打

てば、コストも安く済む。事前に行った小さな投資が大きな成果を

やがて生むのです」と。

私たちが今何をすべきか改めて考える貴重な機会となりました。



本誌は日本製紙（株）の省資源紙アルティマックスを使用しています。
2007.4.20 

トイレットペーパーを集め始めたのは1987年から
です。今と違ってちり紙交換が華やかなりし頃で、ある
日「かめ」という、そのものズバリ、亀の図柄の包装紙
にくるまれた逸品を交換してもらいました。それをまだ
使わないうちに、図らずもまたこれはなんだとツッコミ
たくなる、ミニスカの乙女とこぶしの花をあしらった
「心のときめき」なる珍妙な一個巻きを入手。
これを機にコレクションを始めてみたところ、実にさ
まざまなバリエーションがあることがわかってきました。
今、国産品のコレクションは千種類近くに達しています。
けれど珍奇さにおいて、いまだに「かめ」と「心のとき
めき」が東西の横綱を張っていますが。今般は新聞の
販売店や自治体ごとに回収してトイレットペーパーを作
ってますので、それらもひとつのジャンルを形成するよ
うになり、蒐集の楽しみはつきません。
家
うち

では古紙は月に一回、区から依託されている事業
所対象の業者さんに回収していただいてます。その分
別方法として新聞、雑誌、段ボール、オフィス古紙の四
大別をしてくださいとなっているんですが、なんか腑に
落ちない。というのも、チラシはオフィス古紙なんです。
ところがカタログは雑誌扱い。もちろん雑誌類はホッチ

キスをはずして出しますが、そうするとチラシと通信販
売のカタログの紙質の違いがよくわからない。あるい
はまた、お菓子の空き箱とかの紙器類。これも雑誌扱
いなんです。素人判断で変えるわけにもいかず、段ボ
ールに束ねた方がよくないかなと思いながら分別して
いたりする。
また、区のお知らせと業者さんの言い分が違ってい
る。区では写真の紙焼きはオフィス古紙に入れるように
と書いてある。ところが、製紙会社の人は写真は除い
てくれとおっしゃる。ちゃんとガイドを作っていただかな
いと、心が千

ち

々
じ

に乱れて気持ちが悪い。わしはやる気
満々だから、どんなに細かくてもいいので、頼むから厳
密に分別方法を教えてくれという気持ちでいっぱいでご
ざいます。漫画家は紙に世話になっている商売の最た
るものですから、そこをおろそかにしてはいけません。
最近ではネットやケータイで漫画を配信しませんかと
いうご依頼もいただくんですけども、アンチ・デジタル
派のマイノリティであるわしは紙媒体にひたすら固執して
いる。やはり紙に刷ってこそ漫画だと思いますのでね。

環境・社会コミュニケーション誌 
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やくみつるさん（漫画家）

やく　みつる

1959年東京都生まれ。
スポーツ、政治、時事ネ
タなどの四コマ漫画、イ
ラストを手掛けるほか、
近年はテレビコメンテー
ターとしても活躍中。社
会現象や有名人を風刺す
る筆致・姿勢には定評が
ある。トイレットペーパー
をはじめとする変わり種
のコレクター、昆虫好き
としても有名。

PROFILE

の話 の話 紙 
古紙回収のルールを教えていただきたい。

日本一のトイレットペーパー蒐
しゅう

集
しゅう

家
か

として、また、
ゴミ分別の大家としても知られる漫画家のやく
みつるさんに、紙に対するこだわりを語っていた
だきました。

株式会社日本製紙グループ本社
CSR室

〒100-0006
東京都千代田区有楽町1-12-1
（新有楽町ビル）

TEL: 03-3218-9321

FAX: 03-3216-1366

ホームページ
http://www.np-g.com/inquire/
（お問い合わせ）
http://www.np-g.com/appliform/
（資料請求）

※当社では、環境と社会への取り

組みをまとめたサステナビリテ

ィ・レポートを発行しています。

ご希望の方はホームページ（資

料請求）より、またご不明な場

合にはお電話にてお問い合わ

せください。

お問い合わせ先

グリーン・プロポーション

環境・社会活動カレンダー【2007年2月～3月】

2月16日 地球環境フォーラム「地球温暖化問題を考える」を開催

2月18～21日 紙の展示会「世界紙様獏」にて、環境にやさしい紙作りを目指した日本製紙の環境配慮のあり方

「グリーン・プロポーションTM」について説明

2月28日 「環境・社会活動についてご意見を頂く会」を開催

3月3～4日 日本製紙グループの自然環境教室「森と紙のなかよし学校」を九州にて開催

3月15日 社員向けボランティアへの入門講座　第三回「ボラ窓」を日本紙通商で開催

3月27日 NGO団体 アムネスティ・インターナショナルによる人権セミナーの開催

環境・社会活動についてご意見を頂く会

機関投資家、メディア、お客さま、取引先、社員

家族、学生、主婦という6分野の幅広いステークホ

ルダーより当グループに関するご意見を頂き、実際

の経営に生かすことを目的としてこの会は開催され

ました。通常は限られたステークホルダーや専門家

から意見をもらうダイアロ

グが多い中、多方面の

方々の声を頂くことがで

き、当社にとって大変有

意義な会となりました。

アメリカ合衆国元副大統領アル・ゴア氏が地球温暖化に取り組む姿を追ったドキュメンタリー映画『不都合な真
実』。温暖化問題を考える最初の一歩として、ぜひご覧いただきたい映画です。『不都合な真実』は書籍としても出
版され大好評を得ていますが、残念なことに「製紙は、最も汚染がひどく、森林に破壊的な影響を与えている産業の
一つである…」といった誤解が本文中に記されていました。「紙季折々」の前号で取り上げた通り、紙作りは森作り
であり、私たちは森林破壊を起こさない原材料の調達を行っています。少しでも広く当社の取り組みを知っていただき、
そのような誤解をなくしていきたいですね。（笹間）

編
集
後
記
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アムネスティ・インターナショナルによる人権セミナー

原材料から繋がるサプライチェーンがグローバル

化している中、海外におけるサプライチェーン上での

人権問題が国際的にも注視されています。そこで、

1977年に団体としてノーベル平和賞を受賞した世

界的人権団体アムネスティ・インターナショナルの日

本支部　寺中誠事務局

長をお迎えし、人権につ

いて理解を深める社内セ

ミナーを開催しました。
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•

2

「分別方法が腑に落ちない・・・」とのご指摘、ごもっともです。古紙を紙に再生するにあたり、作る紙の種類によって適する古紙の種類が異なるため、再生用途別
の分別が欠かせませんが、集める側と使う側の見識が合っていない部分も見受けられます。当社としても改善に向け関係各位に働きかけていきます。




